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えんがわ 
新年あけましておめでとうございます。旧年中は笑庵ことぶきのケア方針、サービス提供につきまし

て皆様のご理解とご協力を頂き本当にありがとうございました。本年もすべての人にとって最良の年と

なりますことをお祈り申しあげます。 

 年々言われていることですが介護職員の人材不足、処遇改善、介護離職、介護保険負担増などの問題

が年を越しても継続されています。また昨年 10 月には要介護 1.2 の認定を外し総合事業に移行する可

能性のある議論が財務省から始まりました。解決すべき課題も多い中、新たな制度が始まるかもしれま

せん。 

 現行の介護保険制度についても多くの疑問点や課題があると思っています。その一つとして区分支給

限度額と要介護認定のあり方に疑問を感じます。本来なら必要な時に必要に応じた人が適切なケアを受

けられることが大切ですし、そこに区分や限度額は必要ないものだと考えます。しかし現制度ではそれ

が必要とされておりケアを必要とした際は要介護認定を受けた人が 1～3 割の自己負担金を払い支給限

度額の範囲内でケアを受けるというものです。それは必要なケアを自分で選択し受ける人はいいです

が、必要なケアサービスも制限されたり、不必要なサービスを提供されているという事もあります。ま

た認定された区分支給限度額を超える利用料に関しては全額自己負担となることから、この要介護認定

は極めて重要であり適正でなければいけないと思います。 

 しかし現状は認定調査員も行政からの委託で数多くの調査員により行われ、その調査もその時のみの

身体状況の確認と基本調査項目の受け答えでその後コンピューター判定と審査会によって認定されま

す。介護認定には地域差があり公平性もまばらでありそうした判定制度には疑問を感じます。本当にそ

の利用者がどのような状態で何が必要か調べたいのであればすべて理解しているのは日々のケアに関

わる施設職員ですし、利用者の暮らし、生活を支えていくには生活環境や家族の状況も含めてきちんと

把握したうえでの協議、審査が何より重要で必要だと思います。 

 本来なくてもよい要介護区分の細分化や支給限度額によって高齢者の生活やサービス提供が制限さ

れることをなくし、本当に必要に応じた必要なサービスを臨機応変に提供できるようにしていくことが

大切だと思います。また市場原理によって多様なサービス提供者が参入できていることやケアマネ制度

のあり方など疑問や改善すべき点はあると思います。その一つ一つの問題点を呈して取り組み、高齢者

福祉の更なる向上に努めていきたいと思います。 
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ある朝、私が朝の挨拶をしていたところ台所で洗い物をしておられ

た Kさんが「今日はね浜山の方へ行ってみたいの」と言われました。

自分からどこかへ行きたいと言われることはあまりないので何かあ

るのではないかと思い、他のお年寄りさんも一緒に出掛けました。浜

山公園のベンチで座ってお茶を飲んでいると Kさんが「昔この辺りは

ね、山があったけど色々工事があって景色が変わってねぇ～」と話さ

れると、他のお年寄りさんが「私も久しぶりに来たけど、新しい景色

もあれば昔と変わらんとこもあ～ね」と皆さん色々と話されていまし

た。その時、私の顔にシュークリームのクリームが付いていたことを

お年寄りさんに教えてもらい皆さんで大笑いしました。 

ふと Kさんの方を見ると遠くを見つめておられ、そこには私の知ら

ない景色、場所、大切な思い出があるだと感じました。私も急にあの

場所へ行きたいと思うことがあります。そこに行って色々思い出し感

じることであの時は良かったなど思い出すこともあります。Kさんも

何かを思い出された１日になったのではないかと思います。 

私は、その時、その場所、その想い、その一瞬一瞬を大切にし、お

年寄りさんの気持ちを大切に考えられるよう日々のケアをしていき

たいと思いました。 

 

 

新年会 

歌や手品などの出し

物も楽しまれました。 

 

珍しいアロエの花 

お年寄りさんたちも初

めて見たと話されてい

ました。 


